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【はじめに】GaInN 系材料による高効率赤色発光素子開発が盛んに行われている。その中で、

GaInN 量子殻（MQS）を用いた手法は半極性面や非極性面が活用できることや歪の影響が低減

できることから高効率発光が期待できる。その一方で、非極性面 m 面は InN モル分率向上が困

難であり赤色発光を得ることが難しい。そこで、(1-101)面が支配的な六角ナノピラミッド構造の

適用を検討してきた。これまで n-GaInN 下地層の効果を検証し、その最適化により MQSによる

赤色発光を得た[1]。本報告では、MQS の結晶成長条件の検討を行った。 

【実験方法】本実験では Fig. 1 に示すように n-GaN NW を覆うように n-GaInNと MQS を成長さ

せた。MQS の下地である n-GaInN ピラミッドまでは全く同一の条件で結晶成長し、MQS を成長

温度 750 ℃、TEG 流量を 30 µmol/min で固定して TMIn 流量を 46~82 µmol/min の範囲で 3水準

作製した。これらの結晶構造および光学特性の評価として SEM 観察および CL 測定を行った。 

【結果と考察】】n-GaInN の TMIn 流量を変化させた時の SEM 観察結果を Fig. 2、(1-101)面上部

の CL 測定の結果を Fig. 3 に示す。Fig. 2 から、TMIn 流量を 82 µmol/min にすると六角ピラミッ

ドの大きさと形状にばらつきや六角形がいびつな形状になった。これは、結晶から原料が脱離す

る量よりも結晶の原料供給量が多くなり、安定した結晶成長が成されなかったためであると考

えられる。Fig. 3 から TMIn 流量が 82 µmol/min の時、他の二つに比べて約 60 nm 長波長化した

が、発光強度が半減したことが分かった。これは、TMIn 流量を過剰のため InN モル分率は大き

くなるが、結晶品質が悪化したためと考えられる。また、TMIn 流量 46 µmol/minは 64 µmol/min

より発光波長がピーク波長が 645 nm と約 10 nm 程短いが、CL 強度は 1.3 倍強かった。46 

µmol/minと 64 µmol/min はどちらもピーク波長が赤色波長帯であるため、より発光強度が大きい

TMIn 流量 46 µmol/min が本実験の範囲では MQS の最適であると結論付けた。 
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Fig.1: Sample structure Fig.2: SEM images Fig.3: CL spectra(at the top of r-plane) 
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